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 15 日間の春休みを終えて令和８年度が始まりました。２年生、３年生への

進級おめでとうございます。 

 まず最初に、この春休み中に４月１日から道路交通法の一部が改正されま

した。自転車の事故や違反が増えたことから改正されましたが、自転車の二人

乗りや信号無視はダメなことはこれまでも知っていたと思いますが、携帯電

話の使用で 12,000円の反則金、車道の右側通行で 6,000円の反則金、２列に

並んでの並進は 3,000 円の反則金が課されます。詳しくは教室に掲示しても

らいますので十分に気をつけてください。 

さて、昨年度の３学期にもお伝えし、体育館前や昇降口前の交差点にも横断

幕を張っていますが、本校は、今年１月からクリエイトハイスクール～新たな

学びで新たな価値を創造する高校～を、スローガンに掲げて今大きく変わろ

うとしています。来年度の入学生からは、専門学科をアグリクリエイト科とラ

イフクリエイト科へ改編して新たな学びに変更しますし、普通科の改革も県

教育委員会や佐用町と協議を進めているところです。先取りで新たな学びを、

皆さんにも提供したいと思っています。 

これまでも聞いたと思いますが、本校の校訓は、自主独立、敬愛協力、創意

工夫の３つです。これらの校訓のもと、まず１年生では、ふるさとを愛する「郷

土愛」と、多様な価値観や専門性を持って新しい価値を作り上げる「共創力」

を身につけて欲しいと伝えました。新２年生の皆さんには、新たなことにチャ

レンジする「挑戦力」と積極的に取り組む「行動力」、新３年生の皆さんには、

様々な課題を発見してそれを解決する「課題解決力」と、自分の考えを人に伝

える「コミュニケーション力」を身に付けて欲しいと思います。これらの力を

身に付けて欲しいと意識して、教員側も教育活動を行います。 

教員の数が減ったことや、今年度は本校の良いところの広報に力を入れた

いので教員の組織も変更しました。昨年度までの総務部を総務広報部へ、生徒

指導部と保健部を併せて指導と支援の両方をしていく生徒支援部へ、進路指

導部に図書を加えて進路指導・図書部に変更しました。また、各学科の目標が

異なることから昨年度までの５教科の専門学科の授業はＡＢＣ展開で農業科

学科と家政科が混合で３展開していましたが、今年度から２，３年生はすべて

クラス単独での授業に変わります。頑張っている人にはこれまで以上に良い

評価を付けることになりましたので、気持ちをリセットして頑張ってくださ

い。 

また、今年度は佐用町から四百万円という多額の支援を受けて、各学科の特

色を活かした「学科協働」による学びと、佐用町の自然や多くの施設や中学校

との「地域協働」の２つを柱として、探究活動を中心に教育活動を実施したい

と思っています。こんなに地元から支援を受けている高校は他にはありませ

ん。 



最後に、「蒔けば生え 蒔かねば生えぬ 善し悪しの 人は知らねど種は正

直」ということばを伝えます。種をまかないと芽は出ません。種をまいて水や

りをしたり肥料をやったりと世話をすれば芽が出て花が咲いて実がなります。

種まきとは行為のことですが、良い種か悪い種かは知らなくても、出てきた芽

や花、実を見ればどんな種をまいたかがわかります。大根の種を蒔けば大根の

芽が出ますし、人参の種を蒔けば人参の芽が出ます。人参の種を蒔いたのに大

根の芽がでることは全体にありません。 

人間も同じで、悪い種まきをしたらそれは自分に不幸な結果が必ず返って

きます。その時に人を恨んでも原因は自分なのです。良い種を蒔けば良い結果

が来ますが、時には、なかなか良い実を結ばなくて嫌になることがあるかもし

れません。しかし、それは、貯金していると思って頑張って欲しいと思います。

いつか、多額の利子がついた素晴らしい結果が返ってきます。 

何事もできるか、できないかということよりも、今日より明日、明日より明

後日と一歩でも半歩でも向上しようという心が、素晴らしい結果につながり

ます。 

今日の午後には入学式が行われ、81 回生の後輩達が入学してきますので、

先輩として温かく迎えてください。よろしくお願いします。 

今日から令和８年のスタート、一緒に頑張りましょう。 


